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Cefetamet pivoxil(CEMT-PI)を 咽 頭 炎3例,化 膿性 扁 桃 炎2例,急 性 気管 支 炎5例,

肺 炎3例,計13例 に投 与 し臨床 効 果 と安 全性 の検 討 を行 った。 臨床効 果判 定 除外例1例 を除

く12例 の有 効率 は83.3%で あ った(著 効4例,有 効6例,や や 有効1例,無 効1例)。 副作用

は1例 に発 疹,臨 床 検査 値 異常変 動 と してGPTの 軽 度上 昇 が2例 み られ た。
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Cefetamet pivoxil(CEMT-PI)は 日本 ロ シ ュ社

で開発 され た経 口用 セ フ ァロ スポ リン剤 で あ る。 本剤

は経 口吸収 され ないcefetamet(CEMT)の2位 カル

ボキシル基に ピバ ロ イル オキ シ メチル をエ ステ ル結合

す るこ とに よ り経 口吸収 を可能 に した もの であ り,経

口投与後,腸 管か ら吸収 され腸 管壁 エ ステ ラーゼ に よ

って加 水分 解 され 抗菌 活性 を有 す るCEMTに 代 謝 さ

れ る。CEMT-PIはCEMTのprodrugで あ る。

CEMTは グラ ム陽 性,グ ラ ム陰性 菌 に 対 し広 範 な
の

抗 菌 スペ ク トラ ム を有 し,特 に グ ラ ム 陽 性 菌 で は

Streptococcus Pyogenes, Streptococcus pneumoniae, グ

ラム陰性菌 では Escherichia coli, Klebsiella pneu-

moniae, Proteus mirabilis, Proteus vulgaris, Haemo-

philus influenzae な ど に 強 い 抗 菌 力 を 有 す る1)。

CEMT-PIの250mg錠(194mg力 価 含 有)1回 経

口投与時 の血 中濃 度の ピー クは内服 後3時 間 目にみ ら

れ4μg/ml前 後 を示 す 。 血 中 濃度 半 減 期 は約1.6時

間 で 尿 中 排 泄 率 は 約53%で あ る。 本 剤 の 血 中 濃度

は,空 腹 時投 与 に比べ 食後 に投 与 した方 が 高 い血 中濃

度 が得 られ る とされ てい る1)。

以上 の 特徴 を持 っ たCEMT-PIを 内科 領域 感 染症

患者 に投 与 し本剤 の臨 床効 果 と安全 性 の検討 を行 った

の で報告 す る。

対 象 症 例 は1988年5月 よ り1989年2月 ま での10

か 月間 に弘 前大 学医 学部 第三 内科 関連 施 設に おい て感

染症 と診 断 され た13例 で,そ の 内訳 は咽 頭 炎3例,

化膿 性扁 桃 炎2例,急 性気 管支 炎5例,肺 炎3例 で あ

った。性 別 は男性7例,女 性6例 であ った。 感染 症 の

重症 度 は軽度9例,中 等度4例 で あ った。基礎 疾 患 ま

たは合併 症 を有 して い る症例 は2例 で あ り,そ の内訳

は 糖 尿 病1例,心 筋梗 塞1例 で あ った。CEMT-PI

の 投 与量 は8例 に1回250mgを1日2回(1日500

mg),5例 に1回500mgを1日2回(1日1,000

mg)投 与 し,投 与期 間は3日 か ら12日 で あ った。投

与 は全例 食後 投与 で あ った。

臨床 効 果 判定 は,咽 頭 炎 と化 膿 性 扁 桃 炎 で は 咽頭

痛,発 熱,咳 嗽,喀 痰 量,咽 頭 発 赤,赤 沈,白 血球

数,CRP値 な どか ら臨床 効 果 を,気 管 支 炎 と肺 炎 で

は発熱,咳 嗽,喀 痰量 お よび その性 状,ラ 音,胸 部 レ

線 写 真,赤 沈,白 血 球 数,CRP値 な どか ら臨床 効 果

をいず れ も著 効,有 効,や や有 効,無 効 の4段 階 に判

定 した。 各症 例 の概 要 をTable1に 示 した。
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Table 1. Results of clinical investigation of RTI cases treated with cefetamet pivoxil

Table 2. Clinical efficacy of cefetamet pivoxil

本剤 投与 前に検 出 され た分 離菌 は,症 例1,3の 咽

頭炎例よりS. pyogenes が検出され本剤投与後いずれ

も消 失 した。 症 例2の 咽 頭 炎例 よ り S. pneumoniae

が検出されたが投与後も本菌は存続した。症例4の 化

膿性扁桃炎例よりStaphylococcus aureus が検出され

たが投与後も本菌は存続した。症例5の 化膿性扁桃炎

例 よ り S.pyogenes が検出されたが投与後検体を採取

で きず分 離 菌 の 消長 は不 明 で あ っ た。 また,症 例12

の肺炎例よりHaemophilus haemolyticus が検出され

たが菌 の消長 は不 明 であ った。

本 剤 の 臨床 効 果 の ま とめ をTable2に 示 した。 咽

頭 炎の3例 中著効2例,有 効1例,化 膿性 扁桃 炎の2

例 は ともに有効,急 性 気管支 炎 の5例 中著効1例,有

効3例,や や 有効1例,肺 炎の3例 中著効1例,無 効

1例,1例 は投与2日 目に心 筋梗 塞 を併発 し投 与 を中

止 したため臨 床効 果判 定 よ り除 外 した。臨床 効果判定

除 外 例1例 を除 く全12例 の有 効 率 は83.3%で あっ

た。

副作 用 は1例 に発 疹 が見 られた(症 例11)。 本剤投

与11日 目に発 疹 が認 め られ投 与 を中止,ス テ ロイ ド

剤 の投 与 を要 した。本 剤 との関係 は明 らかに関連 あ り

と思 われ た。 臨床 検 査値 異 常(Table3)は 本剤投与

後 にGPTの 軽度 上昇 が2例(症 例10,11)に み られ

た。

CEMTの 抗菌 力は,グ ラム陽性菌では S.pyo-

genes, S.pneumoniae に は 強 い抗菌 力 を有す るが,

S.aureus をは じめ とす る Staphylococcus 属や Entero-

coccus 属に対する抗菌力は弱い。またグラム陰性菌で

はcefaclorで は抗 菌 力 の弱 い H. influenzae, Provi-
dencia rettgeri, P. vulgaris に対しても強い抗菌力を

示 す が, Pseudomonas aeruginosa に対する感受性は

ま った くない1)。今 回本剤 投 与 前に検 出 された分 離菌

にお い て S.pyogenes 3株 中2株 は除菌され1株 の消

長 は不 明 であ った。S.aureus, S.pneumoniae 各1株

は投与後も存続した。今回我々の検討ではグラム陰性

菌の臨床例を充分に経験できなかったが,グ ラム陰性

菌が起炎菌と考えられる感染症には充分な効果が期待
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Table 3. Laboratory findings

*:represented in KAU **: abnormal value B: before treatment A: after treatment

で き る もの と考 え られ た 。
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We evaluated the clinical efficacy and safety of cefetamet pivoxil (CEMT-PI) , a new oral 

cephalosporin antibiotic, at a dose of 250•`500 mg twice a day for 3•`12 days in 13 patients 

with respiratory tract infections. The overall clinical efficacy was 83.3% (10/12) . Eruption in one 

and slight increase of GPT in two cases were observed.


